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ていた。主な感染源は、肺炎 93例（69％）、髄膜炎 14例（19％）、骨関節炎 11例（8％）であった。
菌株は全てペニシリン感受性であった。14日死亡率は 15％、30日死亡率は 20％、入院中死亡率は
































平成 26 年 1 日 6 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
